
【様式１】

）
※校園コードを入力してください。

学校名

※学校名は校園コードを入力すると自動で表記されます。

１　学校申請額 円

※必ず配付上限額以内としてください。

２　配付上限額

学校配当 学級数 特別支援学級数 学級配当

＋ ＋ ×

※カッコ内に学級数を入力してください。色付きセル部分は自動計算されます。

配付上限額

＝

※本様式に加えて、＠リサーチャーによる配付予算の申請が必要です。

（この様式は教育活動支援担当あてＳＫＩＰメール、及び、紙媒体にて提出してください。）

３　年度目標（予算反映するもののみ記載）

４　年度目標達成に向けた取組内容、進捗状況を測る指標（予算反映するもののみ記載）

５　昨年度からの改善点など　※自由記入

【裏面に続く⇒】

達成

進捗

確認用

平成31年度　校長経営戦略支援予算【基本配付】配付申請書

50,0002学級6学級350,000

761760

長橋小学校

（校園コード

750,000

750,000

　昨年度に引き続き、生活アンケートを1学期と3学期の2回実施し、結果を比較する中で効果を定性的に
比較する。また、学習アンケートを学期ごとに実施し、その結果を個別支援や授業形態の見直しに活か
すこととした。

〈全市共通目標〉
②　小学校学力経年調査における正答率が市平均の７割に満たない児童の割合を同一の母集団で比較
し、いずれの学年も前年度より１ポイント減少させる。

〈学校の年度目標〉
⑥　本年度末に学校が実施する全学年児童対象の生活アンケートで、「将来の夢や目標がある」「どち
らかといえばある」と答える児童の割合を、85％以上にする。

①芸術・文化・スポーツ界で活躍している人や地域や社会で活躍している人を招き、演奏や講話を聴い
たり、校内外において体験的な学習を行ったりする。

②学年児童全体の把握を行い、基礎・基本的な学習内容の定着を図り、児童一人ひとりに応じた指導や
支援を実践する。

・生活アンケートの「将来の夢や目標がありますか」で肯定的な回答をする児童の割合を85％以上にす
る。
・児童への学習アンケート(4・10・2月実施予定)の国語科・算数科に対する「わかる」「どちらかとい
えばわかる」と答える児童の割合を7割以上にする。



）
学校名

６　取組内容・予算内訳

（１）取組内容【施策番号　施策名】

予算内訳

（２）取組内容【施策番号　施策名】

予算内訳

（３）取組内容【施策番号　施策名】

予算内訳

（４）取組内容【施策番号　施策名】

予算内訳

※取組内容・予算内訳欄が足りない場合は適宜追加してください。

確認用

確認用

（校園コード 761760

長橋小学校

確認用

確認用

取組内容⑤【施策２　道徳心・社会性の育成】
　・国語科の授業研究及び研修会の実施
　・校外における多様な体験学習の実施
　・芸術鑑賞の実施（音楽）
　・ゲストティーチャーを招いて行う聞き取り学習及び体験学習
　

8-1　ゲストティーチャー報償金　@4,300×25名分=107,500円
8-1　授業研究講師（大学教授等）（@6,200×2.5時間+交通費相当1,500）×4回=68,000円
8-1　修学旅行看護師付添費用　　@12,000×2日+交通費相当13,200円+宿泊費相当9,600円=46,800円
13-0 音楽鑑賞委託　@120,000×1＝120,000円
9-5　大人交通費（今宮⇒天王寺+天王寺⇒今宮）@260×5＝1,300円
12-1 子ども交通費（今宮⇒天王寺+天王寺⇒今宮）@130×40＝5,200円
14-1 あべのハルカス展望フロア入場料　子ども@360×40＝14,400円（付添大人無料）　合計363,200円

取組内容①【施策５　子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】
　　　　　【施策８　施策を実現するための仕組みの推進】
　・TT体制を活かし、習熟度別少人数別指導を取り入れ、児童一人ひとり応じた指導や支援を行う。
　・放課後や休み時間を活用して、補充学習を行う。

学びサポーター経費　学びサポーターに係る報償金＋交通相当額＋傷害保険＋研修費用
　　　　　　　　　　@1,000円×380H　 ＋0円（他事業で支出）＋800円　 ＋6,000円＝386,800円


